
町
政
を
問
う

一般質問

12
月
議
会
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

次期町長選挙、再選に向けての考えは

引き続き、町政のかじ取り役としての重責を
担わせていただきたい

令
和
８
年
６
月
に
は
、
町

長
の
改
選
時
期
を
迎
え
る
。

藤
井
町
長
が
町
長
の
職
に

就
か
れ
て
、
約
３
年
半
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
町

政
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
、

日
々
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
、

私
は
そ
の
成
果
を
高
く
評
価

し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
活
躍

を
期
待
し
て
い
る
。

体
力
・
気
力
と
も
に
兼
ね

備
え
た
、
藤
井
町
長
の
再
選

に
向
け
て
の
決
意
を
伺
う
。

Ａ　
町　
長

私
は
、
令
和
４
年
７
月
よ

り
、
谷
村
町
政
を
引
き
継
ぎ
、

町
政
を
お
預
か
り
し
、
そ
れ

ま
で
の
職
員
と
し
て
の
42
年

余
に
及
ぶ
行
政
経
験
を
生
か

し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

町
政
発
展
の
た
め
に
全
身
全

霊
を
傾
け
、
公
約
に
掲
げ
た

新
た
な
施
策
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
は
、「
住
み
続
け
た

い
ま
ち　
ご
う
ど
」
を
創
る

た
め
、
そ
し
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
町
民
の
生
命
と
財
産
、

生
活
の
安
全
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
今
の
町
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
に
対
し
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
の
減
少
対
策
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
、
老
朽
化
し
て

い
く
公
共
施
設
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
今
後
の
土
地
利
用

や
、
防
災
対
策
、
急
激
な
物

価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援

な
ど
、
対
応
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
課
題
が
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
今
後
も
事
業
を
進

め
て
い
く
責
任
と
情
熱
が
あ

る
。私

自
身
、
幸
い
に
し
て
健

康
に
は
恵
ま
れ
て
お
り
、
体

力
・
気
力
は
十
分
で
あ
る
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

頂
戴
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

引
き
続
き
、
町
政
の
か
じ
取

り
役
と
し
て
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た「
第
６
次
総
合
計
画
」

で
掲
げ
た
、
ま
ち
の
将
来
像

「
み
ん
な
の
笑
顔　

未
来
に

つ
な
ご
う　
と
も
に
支
え
合

う
ま
ち　
ご
う
ど
」
の
実
現

に
向
け
て
、
具
体
的
な
施
策

を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
発
展

と
、
町
民
の
幸
せ
に
貢
献
す

べ
く
、
強
い
使
命
感
を
も
っ

て
計
画
実
現
へ
の
道
筋
を
立

て
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
声
に
し
っ
か
り

と
耳
を
傾
け
、
心
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

全
身
全
霊
を
傾
注
し
、
町
政

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
あ
る
。

飯沼  満 議員
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宮嶋健太郎 議員

全
国
的
に
教
員
の
な
り
手

不
足
が
深
刻
化
し
、
岐
阜
県

で
も
教
育
環
境
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

教
員
の
負
担
軽
減
と
生
徒

の
活
動
機
会
確
保
を
目
的
と

し
た
部
活
動
の
地
域
移
行
・

展
開
に
つ
い
て
、
神
戸
町
の

現
状
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

⑴　
神
戸
中
学
校
に
お
け
る

部
活
動
の
地
域
移
行
・
展

開
の
進
捗
と
課
題
は
。

⑵　
元
教
員
や
競
技
経
験
者

が
登
録
す
る
「
部
活
動
指

導
者
バ
ン
ク
」
を
検
討
し

て
は
。

⑶　

近
隣
町
村
と
の
合
同

チ
ー
ム
編
成
な
ど
、
広
域

連
携
は
指
導
者
・
生
徒
確

保
に
有
効
と
考
え
る
。
広

域
連
携
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
は
。

Ａ　
教　
育　
長

⑴　
令
和
５
年
度
か
ら
部
活

動
の
地
域
展
開
を
進
め
て

お
り
、
現
行
13
部
活
の
う

ち
、
８
部
活
が
地
域
展
開

し
て
い
る
。

　
　
指
導
者
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。

⑵　
指
導
者
は
、
ご
う
ど
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
指
導
者

登
録
し
、
活
動
し
て
い
る
。

指
導
者
登
録
が
、
指
導
者

バ
ン
ク
の
機
能
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

⑶　
必
要
に
応
じ
て
近
隣
市

町
と
連
携
し
、
生
徒
た
ち

の
活
動
の
場
の
確
保
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

下
水
道
の
持
続

可
能
性
に
つ
い
て

全
国
的
に
下
水
道
の
老
朽

化
・
更
新
費
用
の
増
大
、
人

口
減
少
に
よ
る
収
入
減
な
ど

が
課
題
と
な
る
中
、
神
戸
町

で
も
長
期
的
な
対
応
が
必
要

で
あ
り
、
以
下
を
問
う
。

⑴　
下
水
道
施
設
の
老
朽
化

状
況
、
今
後
の
財
政
へ
の

見
通
し
は
。

⑵　
未
普
及
地
域
の
整
備
方

針
と
、
下
水
道
と
浄
化
槽

の
最
適
な
役
割
分
担
は
。

⑶　
人
口
減
少
と
更
新
費
の

増
加
を
踏
ま
え
、
近
隣
自

治
体
と
の
施
設
共
同
化
・

業
務
連
携
等
広
域
化
を
検

討
し
て
は
。

Ａ　
町　
長

⑴　
下
水
道
事
業
は
供
用
開

始
か
ら
18
年
が
経
過
し
て

い
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
は

計
画
的
に
設
備
更
新
を
進

め
、
今
年
度
か
ら
中
央
監

視
操
作
装
置
の
改
築
工
事

に
着
手
す
る
。

　
　

経
営
戦
略
に
基
づ
き
、

年
度
間
事
業
費
を
平
準
化

す
る
こ
と
で
、
収
支
の
均

衡
を
図
り
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
抑
制
に
努
め

て
い
る
。

　
　
今
後
も
引
き
続
き
、
計

画
的
な
投
資
と
財
政
負
担

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
る
。

⑵　
未
普
及
地
域
は
残
り
３

地
区
で
、
財
政
負
担
を
考

慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

認
可
区
域
外
は
合
併
浄
化

槽
補
助
金
を
交
付
し
、
対

応
し
て
い
る
。

⑶　
県
の
広
域
化
・
共
同
化

計
画
に
基
づ
き
、近
隣
自
治

体
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
　
引
き
続
き
、
情
報
共
有

を
図
り
、
持
続
可
能
な
汚

水
処
理
体
制
の
構
築
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
・
地
域
展
開
の
今
後
の
方
針
は

指
導
者
の
確
保
を
図
り
、
引
き
続
き
、
地
域
展
開
を
進
め
る

神戸中学校の部活動　地域展開の様子
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⑴　
無
人
駅
に
つ
い
て

　
　
養
老
鉄
道
の
駅
は
27
駅

あ
り
、
そ
の
う
ち
19
駅
が

無
人
駅
で
あ
る
。
無
人
駅

の
環
境
・
安
全
面
な
ど
の

管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
樽
見
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
各
社

な
ど
が
、「
無
人
駅
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
駅
長
制
度
」
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
駅
の
清

掃
、利
用
者
の
見
守
り
、地

域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
地
域
住
民
な
ど

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
駅
長

を
務
め
る
制
度
で
あ
る
。

無
人
駅
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
貢
献
し
て
い
る
と

聞
く
。
こ
の
制
度
を
養
老

鉄
道
で
も
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

⑵　
養
老
鉄
道
の
不
祥
事
に

つ
い
て

　
　
近
年
、
養
老
鉄
道
の
不

祥
事
が
相
次
い
で
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
重
大
事
故
に

発
展
す
れ
ば
、
人
命
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

加
え
、
沿
線
市
町
の
養
老

鉄
道
へ
の
支
援
が
さ
ら
に

重
く
な
る
。

　
　

養
老
鉄
道
に
対
し
て
、

沿
線
市
町
か
ら
懸
念
の
声

を
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　

無
人
駅
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
、
養
老

鉄
道
や
養
老
線
管
理
機
構

を
は
じ
め
、
沿
線
自
治
体

と
地
域
が
連
携
し
て
、
適

正
に
維
持
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
無
人
駅
の
日
常
的
な
環

境
整
備
や
利
用
者
の
見
守

り
等
を
中
心
に
活
動
す
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅
長
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
地
方

鉄
道
な
ど
を
中
心
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
事
例
が
あ

り
、
景
観
の
向
上
と
駅
周

辺
の
活
性
化
に
加
え
、
地

域
と
鉄
道
の
関
係
づ
く
り

に
も
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。

　
　
現
在
、
沿
線
市
町
で
は

養
老
線
の
利
便
性
を
高
め
、

今
後
の
活
性
化
施
策
を
協

議
す
る
「
養
老
線
リ
・
デ

ザ
イ
ン
協
議
会
」
が
あ
る
。

マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
醸
成

す
る
た
め
に
も
、
提
案
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

⑵　
養
老
鉄
道
に
お
け
る
列

車
の
無
免
許
運
転
は
、
鉄

道
事
業
者
と
し
て
決
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
重
大

な
問
題
で
あ
り
、
非
常
に

遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。

　
　
令
和
７
年
５
月
に
運
転

士
が
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
を

受
け
ず
に
運
転
業
務
を

行
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、

そ
の
際
に
社
員
へ
の
教

育
・
指
導
を
徹
底
し
、
信

頼
回
復
に
努
め
る
と
誓
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
神
戸
町
と
し
て
は
、
経

営
陣
を
含
め
、
社
員
全
員

で
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の

使
命
を
強
く
認
識
し
、
安

全
管
理
体
制
の
総
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
法
令
順

守
の
徹
底
と
再
発
防
止
を

図
り
、
信
頼
回
復
に
努
め

る
よ
う
強
く
求
め
て
い
き

た
い
。

養老鉄道の無人駅に
「ボランティア駅長制度」を検討しては
沿線７市町等で組織する協議会等を通して
提案していきたい

小川榮一 議員
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農
事
用
揚
水
ポ
ン
プ
の
修
繕
を
、
町
が
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か

管
理
者
が
行
う
こ
と
が
原
則
だ
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る

大場光晴 議員

現
在
、神
戸
町
に
は
揖
西
・

揖
東
・
南
部
土
地
改
良
区
が

存
在
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
南
部
土
地
改

良
区
の
農
業
用
水
の
供
給
は

悪
く
、
西
濃
用
水
か
ら
の
農

業
用
水
で
は
不
足
し
、
多
く

の
農
事
用
揚
水
ポ
ン
プ
を
利

用
し
て
維
持
し
て
い
る
。
農

事
用
揚
水
ポ
ン
プ
は
、
設
置

か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
っ

て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。

西
濃
用
水
へ
の
賦
課
金
は
、

南
部
土
地
改
良
区
は
揖
西
土

地
改
良
区
の
約
2
倍
で
あ
り
、

さ
ら
に
農
事
用
揚
水
ポ
ン
プ

の
修
繕
の
負
担
も
あ
る
。

⑴　
現
在
町
内
に
あ
る
水
田

用
の
農
事
用
揚
水
ポ
ン
プ

は
、
ど
の
土
地
改
良
区
に

ど
の
く
ら
い
存
在
し
て
い

る
か
。

⑵　
農
事
用
揚
水
ポ
ン
プ
の

修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
と

き
は
、
受
益
者
で
構
成
す

る
水
利
組
合
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
た
め
、
町
が
修

繕
で
き
な
い
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　
神
戸
町
の
水
田
は
、
西

濃
用
水
土
地
改
良
区
連
合

の
受
益
地
内
で
あ
る
。

　
　
地
形
・
地
域
的
な
要
因

等
に
よ
り
通
水
量
の
少
な

い
地
域
で
は
、
水
田
用
の

農
事
用
揚
水
ポ
ン
プ
が
設

置
さ
れ
、
現
在
20
台
が
稼

働
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
内
訳
は
、
南
部
土

地
改
良
区
内
の
受
益
者
で

構
成
す
る
団
体
が
管
理
す

る
も
の
が
12
台
、
排
水
路

改
良
工
事
等
に
伴
う
機
能

保
障
に
よ
り
、町
が
管
理
し

て
い
る
も
の
が
８
台
あ
る
。

⑵　
農
事
用
揚
水
ポ
ン
プ
の

維
持
管
理
は
、
管
理
者
が

行
う
こ
と
が
原
則
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
町

が
修
繕
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
近
隣
市
町
の
状
況
を

参
照
し
な
が
ら
、
今
後
の

研
究
課
題
と
す
る
。

小
・
中
学
校
の
卒
業

記
念
品
に
つ
い
て

現
在
、
神
戸
町
で
は
、
小

学
校
の
卒
業
記
念
品
は
『
国

語
辞
典
』
で
、
中
学
校
で
は

『
印
鑑
』
と
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
化
が
大
き
く
進
み
、

小
・
中
学
生
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
い
る
。
国
語
辞
典

の
使
用
頻
度
や
印
鑑
の
使
用

率
が
減
っ
て
き
て
い
る
中
、

小
・
中
学
生
の
卒
業
記
念
品

に
国
語
辞
典
や
印
鑑
を
贈
る

こ
と
は
、
時
代
に
ミ
ス
マ
ッ

チ
と
考
え
る
。

卒
業
記
念
品
は
、
他
市
町

に
お
い
て
も
、
近
年
で
は
か

な
り
変
化
し
て
き
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
等
を
考
慮
し
、
地

域
性
を
活
か
し
た
り
、
選
択

制
に
す
る
な
ど
、
時
代
や

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
卒
業
記
念

品
に
変
更
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
か
。

Ａ　
教　
育　
長

卒
業
記
念
品
に
つ
い
て
は
、

毎
年
学
校
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
、
児
童
生
徒
に
適
し
た

も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
時
代
や
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
な
が
ら
、
卒
業
と
い

う
節
目
を
祝
い
、
未
来
へ
の

期
待
や
エ
ー
ル
を
伝
え
る
も

の
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。
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⑴　
厳
し
い
行
財
政
運
営
の

中
、「
民
生
の
安
定
」
を
使

命
と
す
る
地
方
自
治
体
と

し
て
、
新
年
度
予
算
編
成

に
ど
の
よ
う
な
基
本
姿
勢

で
臨
む
の
か
。

⑵　
財
政
力
の
強
弱
を
示
す

「
財
政
力
指
数
」の
こ
の
５

年
間
の
推
移
は
。

⑶　
異
常
な
物
価
高
が
続
き
、

国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い

る
。
国
の
「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」
有
効
利
用
と

支
援
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
支

援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
町　
長

⑴　
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
急

性
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
高
い

事
業
へ
重
点
的
に
配
分
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

予
算
編
成
を
進
め
て
い
る
。

　
　
物
価
高
騰
対
策
を
は
じ

め
、
安
心
・
安
全
の
向
上

に
重
点
配
分
す
る
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を

守
り
、
支
え
る
施
策
を
着

実
に
進
め
て
い
く
。

⑵　
財
政
力
指
数
は
下
記
の

と
お
り
で
、
令
和
６
年
度

の
県
内
平
均
値
は
０
．
55

で
、
神
戸
町
は
町
村
の
中

で
は
４
番
目
（
県
全
体
13

番
目
）
の
良
好
な
数
値
で

あ
る
。

⑶　
国
の
補
正
予
算
が
成
立

し
た
ら
、
物
価
高
騰
に
際

し
、
住
民
の
生
活
に
直
結

す
る
町
独
自
の
有
効
な
支

援
策
を
実
施
す
る
た
め
、

速
や
か
に
補
正
予
算
に
計

上
し
て
い
く
。

自
治
組
織
な
ど
へ
の

町
の
適
切
な
支
援
の

必
要
性
に
つ
い
て

将
来
へ
の
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
や
防
災
対
策
な
ど
に
は
、

「
住
民
の
つ
な
が
り
や
絆
」が

求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
近
年
の
「
少
子

高
齢
化
」
の
影
響
を
受
け
て
、

自
治
会
な
ど
の
存
続
す
ら
危

ぶ
ま
れ
る
事
態
が
広
が
っ
て

い
る
。

町
と
し
て
、
実
態
の
調
査

と
適
切
で
系
統
的
な
対
策
と

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
問
題
や
課
題
に

対
し
て
、
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
尋
ね
る
。

Ａ　
町　
長

町
と
し
て
は
、
各
自
治
会

が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、

各
区
長
さ
ん
か
ら
お
聞
き
を

し
、
現
状
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
適
切
な
自
治
会
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
助
言
す

る
な
ど
の
相
談
支
援
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
自
治
会
と
町

と
が
、
よ
り
一
層
連
携
を
密

に
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
な
ど
、
引
き
続
き
、

自
治
会
へ
の
支
援
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新年度予算編成に対する基本姿勢は

町民の生活を守り、支える施策を着実に進めていく

鈴木愛子 議員

※
財
政
力
指
数
と
は

財
政
の
豊
か
さ
を
表

す
指
数
。
自
治
体
を
運
営

す
る
の
に
必
要
な
経
費

に
対
し
て
、
自
前
の
収
入

が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か

を
示
す
数
値
。
１
に
近
い

ほ
ど
財
政
に
余
裕
が
あ

る
と
さ
れ
る
。

令
和
２
年
度　
０
．
71

令
和
３
年
度　
０
．
68

令
和
４
年
度　
０
．
66

令
和
５
年
度　
０
．
63

令
和
６
年
度　
０
．
63

予算査定の様子
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議会の動き（11 月～１月）

11 月 1 月

12 月

17 日（月）議会運営委員会
21 日（金）全員協議会

13 日（火）広報編集特別委員会
15 日（木）広報編集特別委員会
19 日（月）市町村長等・議会議員
　　 ～ 　 　   特別セミナー
20 日（火）
22 日（木）全員協議会

  1 日（月）第 8 回定例会（初日）
  3 日（水）民生文教常任委員会
  4 日（木）総務建設常任委員会
10 日（水）第 8 回定例会（一般質問）
11 日（木）第 8 回定例会（議案審議）
19 日（金）全員協議会
　　　　　  議会運営委員会
24 日（水）全員協議会、第 9 回臨時会

３月定例会
のお知らせ

☆会期の日程
　３月２日（月）
　　開会、議案の説明
　３月 11 日（水）
　　一般質問
　３月 12 日（木）
　　議案の審議
☆場所
　役場３階　議場
☆時間
　午前９時 30 分から

表
紙
の
写
真
は
、
神
戸
町
下
宮
の
勧
学
院
の
「
御

籤
版
木
」
で
す
。
昭
和
45
年
12
月
21
日
に
町
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
裏
共
密
教
の
経
文
等
を
彫
刻
し
、
こ
れ
を
手
刷

り
し
て
継
ぎ
合
わ
せ
、
お
み
く
じ
と
し
て
、
一
般
に

頒
布
し
ま
し
た
。

「
九
重
版
木
」
も
密
教
の
経
文
等
を
彫
刻
し
た
も

の
で
あ
り
、
手
刷
り
し
て
密
封
し
、
肌
に
着
け
て
厄

難
除
け
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
ケ
原
の
戦
い
の
時
に
は
、
東
軍
の
将
兵
が
神
戸

へ
来
た
時
に
、
当
院
で
こ
の
お
守
り
を
頒
布
し
た
の

で
、
こ
の
お
守
り
を
頂
い
た
人
た
ち
は
無
事
で
あ

り
、
戦
い
に
大
勝
し
た
そ
う
で
す
。

勧学院の九重版木（町重要文化財）
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